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● 製品紹介

立体音響プロセッサー
X-Spat boXTM

久保二朗　　

SHARC DSPによって行われ，プロオーディオでの使

用にも十分に対応する音質を持つ．

1．はじめに
　立体音響プロセッサー「X-Spat boX™」(エクスパット

ボックス )は，イタリアの A&G SOLUZIONI DIGITALI社

で開発された立体音響用DSP (デジタルシグナルプロセッ

サー )である．最大 8音源までを 4台から 8台までのス

ピーカーで出力し，立体的な仮想音場を作ることができ

る．製品構成は，X-Spat boX™本体，基本制御ソフトウェ

ア，そして ACアダプタ．寸法はW125, H70, D225mmと

非常に小型である．

2．機能と特長
　X-Spat boX™の基本設定は，X-Spat Controllerソフト

ウェアで行う．作り出す仮想音場の大きさ，各入力音源

へのエフェクト量，出力スピーカーの配置といった各種

調整を行い，求められるアプリケーションに対し最適な

立体音場を生成する．入力音源へのエフェクト調整は，

リスナーとの距離に応じた音圧レベルの減衰の割合や，

ドップラー効果の割合，周波数特性など各入力に対し個

別に調整でき，入力ごとの異なる音源の特性に合わせた

設定が行える (図 1)．

　各入力音源は，A&G SOLUZIONI DIGITALI 社の
Spatialisation™技術により，仮想音場内へ自由に 3D

定位させることができ，MIDIのコントロールチェン

ジメッセージによるリアルタイムのリモート制御が行

える (図 2)．その仮想音場を実際に再生するスピーカー

配置は，水平のみならず上下層を含む最大 8台までの

設定が行える (図 3)．これらの信号処理は，オーディオ

用の DSPとして評価の高い ANALOG DEVICES社の

図 1　音源ごとのエフェクト調整画面
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図 2　音源コントロール画面

112

X-Spat boXTM



41

41JVRSJ Vol.14 No.2 June, 2009製品紹介

4．アプリケーション
　複数の音源を持つ仮想音場を任意のスピーカー配置に

より生成できることは，様々なアプリケーションに有効

な製品と言える．

　狭い車室内でのドライビングシミュレーション，無

響室での聴覚実験，VRシアターでの 3Dサウンドプ

レゼンテーションなど，その目的や設備環境に応じた

スピーカー配置による立体音響システムを構築できる

他，一般的なステレオやサラウンドの音源を任意のス

ピーカー配置で再生できることとなり，多目的なシス

テムや，視界からスピーカーを排除しながらも，そう

した市販メディアを再生したいとする要望に対応する

ことが可能である．

　A&G SOLUZIONI DIGITALI社では，X-Spat boX™を
Apple社の iPhoneからコントロールするアプリケーショ

ン 3Directorを開発し Apple Storeで市販している．

　3Directorは最大 8台の iPhoneから同時に音源をコン

トロールできる他，iPhoneのカメラ映像とシンクした音

源のコントロールが可能となる．iPhoneからの制御信号

は X-Spat boX™を制御するコンピューターに対しWi-Fi

で送信される．

　こうしたアプリケーションは，マルチメディアやメ

ディアアートにおける立体音響の活用の可能性も示し

ている．

5．おわりに 
　X-Spat boX™は，立体的な仮想音場を生成できる性能

を持つ立体音響プロセッサーであり，8オーディオ入出

力のシンプルなハードウェア仕様となっている．

　近々チャンネル数を拡張したモデルが同社より発表さ

れる予定であり，より大規模なバーチャルリアリティシ

ステムの立体音響プロセッサーとして期待されている．

3．X-Spat boX™を使用したシステム構築
　X-Spat boX™を使用した立体音響システムの基本構

成は，まず再生する音源を管理し X-Spat boX™をリモー

ト制御するためのコンピューターが必要 (Windowsまた

はMac).また，X-Spat boX™とのオーディオ接続のため，
ADATデジタルオーディオ入出力を備えたサウンドカー

ド，またはオーディオインターフェースを使用する．　

　X-Spat boX™で処理されたオーディオ信号は，オーディ

オインターフェースまたは DAコンバーターによりアナ

ログ信号に変換され各スピーカーへ出力される (図 4)．

　画像や外部デバイスと同期をとる場合は，それらを

制御するコンピューター等から直接MIDIにより X-Spat 

boX™をリモート制御するか，一度音響制御用コン

ピューターに制御信号を LAN経由等で送り，音響制御

コンピューターでMIDIメッセージに変換し X-Spat boX

™を制御する方法が考えられる．
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図 3　スピーカー配置調整画面
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図 4　立体音響システム構成例

113


